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で
あ
る
。

　

以
上
挙
げ
た
二
点
の
よ
う
に
、
時
代
と
共
に
重
要
視
さ
れ
具
体

化
す
る
テ
ー
マ
が
あ
る
一
方
で
、
テ
ー
マ
項
目
か
ら
外
さ
れ
て
い

く
「
他
者
」
も
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
指
導

要
領
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
宗
教
科
の
テ
ー
マ
項
目
「
世
界
宗

教
」
に
含
ま
れ
て
い
た
「
中
国
の
宇
宙
神
教
」
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク

お
よ
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
科
で
「
代
替
宗
教
」
と
さ
れ
て
い

た
ス
ポ
ー
ツ
や
政
治
に
お
け
る
個
人
崇
拝
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
宗

教
的
側
面
と
い
っ
た
点
は
、
後
の
指
導
要
領
で
は
言
及
さ
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
さ
ら
に
他
宗
教
、
他
宗
派
、
他
の
宗
教
的
諸
潮
流
に
関

し
て
各
宗
教
科
で
用
い
ら
れ
る
概
念
な
ど
を
よ
り
詳
し
く
分
析
す

る
こ
と
で
、
各
宗
教
団
体
の
「
他
者
」
像
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら

か
に
し
、「
他
者
」
像
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
き
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
研
究
発
表
要
旨

　

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
が

　

遺
し
た
も
の

❘
旭
川
に
お
け
る
バ
イ
ブ
ル
・　
　

ウ
ー
マ
ン
の
足
跡
❘

下　

田　

尊　

久

　

本
発
表
は
、C

hurch M
issionary Society

（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）（
Ｃ
Ｍ

Ｓ
伝
道
協
会
、
英
国
教
会
伝
道
協
会
、
英
国
聖
公
会
海
外
伝
道
協

会
な
ど
の
訳
も
あ
り
）か
ら
派
遣
さ
れ
た
英
国
人
宣
教
師
ジ
ョ
ン
・

バ
チ
ェ
ラ
ー
（John B

atchelor 1854-1944

）
と
三
人
の
女
性
伝

道
師
（
金
成
マ
ツ
、
向
井
八
重
子
、
兵
頭
ジ
ョ
ウ
）
の
旭
川
で
の

活
動
記
録
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
北
海
道

に
お
け
る
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
足
跡
は
、
日
本
聖
公
会
北
海
道
教
区
、
所
縁

の
地
域
の
団
体
や
教
会
に
あ
る
遺
品
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
本
部
に
保
存
さ
れ

た
宣
教
師
監
督
者
の
年
次
報
告
書
や
宣
教
師
の
家
族
・
関
係
者
か
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ら
寄
贈
さ
れ
た
日
記
や
手
紙
な
ど
の
記
録
資
料
が
一
次
資
料
で
あ

る
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
半
世
紀
に
及
ぶ
活
動
で
多
く
の
記
録
を
残
し

て
い
る
。
教
区
や
各
教
会
が
各
々
こ
れ
ら
の
原
資
料
を
も
と
に
編

纂
発
行
し
て
い
る
周
年
記
念
誌
、
な
か
で
も
北
海
道
教
区
編
集
の

『
教
区
九
十
年
史
』
は
、
教
会
内
外
で
使
用
さ
れ
る
被
引
用
文
献

の
代
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
研
究
成
果
に
お
い
て
そ
の
根
拠
の
違
い

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
引
用
文
献
の
情
報
源

の
所
在
を
含
め
た
検
証
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｍ
Ｓ
海
外
宣
教
の
社
会
的
背
景
を
見
る
と
、
一
八
世
紀
半
ば

の
奴
隷
貿
易
で
富
を
得
て
い
た
大
英
帝
国
の
姿
が
あ
る
。
英
国
本

島
の
人
口
急
増
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
急
速
な
都
市
化
が
教
区

教
会
を
中
心
と
し
た
農
村
社
会
か
ら
、
都
市
型
の
新
し
い
社
会
を

形
成
し
た
。
教
会
の
礼
拝
出
席
者
が
激
減
す
る
中
、
信
仰
復
興
運

動
が
盛
ん
と
な
り
多
く
の
海
外
宣
教
も
生
ま
れ
た
。
こ
の
頃
、
奴

隷
貿
易
の
船
長
を
し
て
い
た
Ｊ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
自
ら
を
悔
い
て

聖
職
者
と
な
り
、「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
」
を
作
詞
。
Ｃ

Ｍ
Ｓ
創
設
者
の
一
人
で
あ
り
、
影
響
を
受
け
た
下
院
議
員
Ｗ
・
ウ

イ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
（
一
七
五
九

－

一
八
三
三
）
は
、
奴
隷
貿
易

廃
止
法
を
実
現
し
た
。
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
一
七
九
九
年
に
奴
隷
貿
易
廃
止

や
福
音
主
義
的
社
会
改
革
を
め
ざ
す
有
志
に
よ
り
発
足
し
た
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
海
外
宣
教
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
、

中
国
大
陸
に
及
ぶ
。
海
外
で
の
宣
教
活
動
は
当
時
の
大
英
帝
国
に

お
い
て
女
性
が
家
庭
か
ら
社
会
へ
出
る
後
押
し
も
し
た
。
北
海
道

に
多
く
の
女
性
宣
教
師
を
得
た
背
景
で
も
あ
る
。
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
海
外

宣
教
に
お
け
る
女
性
の
役
割
は
、
宣
教
師
夫
人
に
よ
る
夫
の
活
動

の
支
援
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
子
女
の
教
育
や
医
療
活
動
も
加
わ

り
、
一
八
九
九
年
末
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
統
計
で
は
宣
教
師
一
一
三
四
名
の

う
ち
三
二
三
名
が
夫
人
、
二
八
一
名
が
独
身
女
性
と
な
る
。
ま
た

Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
現
地
で
宣
教
師
の
活
動
を
補
佐
す
る
バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー

マ
ン
（
婦
人
伝
道
師
、
聖
書
研
究
補
助
員
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
と

呼
ば
れ
る
伝
道
師
を
養
成
す
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
（
一
八
五
四

－

一
九
四
四
）
は
労
働
者

階
級
出
身
で
、
一
四
歳
か
ら
苦
学
し
て
学
業
を
終
え
、
海
外
宣
教

を
志
す
。
一
八
七
六
年
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
宣
教
師
と
な
る
た
め
香
港
の
カ

レ
ッ
ジ
に
入
学
を
許
可
さ
れ
る
が
、
病
気
（
咽
頭
炎
、
マ
ラ
リ
ヤ

な
ど
の
諸
記
述
あ
り
）
と
な
り
転
地
療
養
で
、
日
本
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
宣

教
活
動
の
拠
点
の
一
つ
函
館
に
上
陸
す
る
。
路
上
で
ア
イ
ヌ
と
出

会
い
、
蔑
視
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
惨
状
を
知
り
、
周
辺
の
コ
タ
ン
や
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平
取
に
赴
き
ア
イ
ヌ
語
の
習
得
を
決
意
す
る
。
一
九
七
九
年
、
Ｃ

Ｍ
Ｓ
の
信
徒
伝
道
師
と
し
て
ア
イ
ヌ
伝
道
を
開
始
。
一
八
八
七
年

に
東
京
で
執
事
按
手
（
翌
年
長
老
按
手
）。
翌
年
、
最
初
の
ア
イ

ヌ
学
校
「
愛
隣
学
校
」
を
公
立
の
土
人
学
校
よ
り
早
く
幌
別
（
の

ち
函
館
に
移
る
）
に
開
校
、
以
後
各
地
に
開
校
。
ア
イ
ヌ
子
女
に

ア
イ
ヌ
語
の
読
み
書
き
を
ロ
ー
マ
字
で
教
え
た
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
他
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
資
金
で
日
本
人
の
た
め
の
釧
路

英
和
女
学
校
、
凾
館
靖
和
女
学
校
も
開
校
、
公
立
校
の
授
業
に
加

え
英
語
、
裁
縫
、
宗
教
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｍ
Ｓ
宣
教

師
退
職
後
も
札
幌
に
残
り
、
ア
イ
ヌ
施
療
病
室
や
寄
宿
舎
な
ど

一
九
四
〇
年
の
離
日
ま
で
ア
イ
ヌ
の
た
め
の
活
動
は
止
む
こ
と
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
政
府
の
ア
イ
ヌ
教
育
は
同
化
政
策
で

あ
り
、
日
本
語
に
よ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
次
第
に
確
立
し
て
い

く
中
で
、
ア
イ
ヌ
の
民
族
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
活
動
は
、
妨
害

や
制
約
を
受
け
、
学
校
は
そ
の
使
命
を
終
え
閉
鎖
、
ア
イ
ヌ
会
衆

も
そ
の
受
洗
者
も
激
減
し
て
い
く
。

　

旭
川
に
お
け
る
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
宣
教
活
動
が
及
ぶ
の
は
一
八
九
五
年

の
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｃ
・
ニ
ベ
ン
師
の
札
幌
着
任
に
よ
る
。
同
年
、
伝

道
地
は
札
幌
か
ら
永
山
村
に
及
ぶ
。
こ
れ
に
先
立
つ
一
八
八
七
年

二
月
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
凾
館
伝
道
開
始
か
ら
十
二
年
目
に
「
日
本
聖
公

会
」
設
立
。
北
海
道
地
区
は
北
海
道
地
方
部
と
な
り
、
函
館
を
中

心
に
、
札
幌
、
小
樽
、
釧
路
の
四
伝
道
区
が
設
定
さ
れ
た
。
日
本

聖
公
会
設
立
後
も
北
海
道
地
方
部
は
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
監
督
が
続
く
。
設

立
の
翌
年
、
凾
館
教
会
の
管
理
司
祭
Ｗ
・
ア
ン
デ
レ
ス
の
休
暇
帰

英
と
と
も
に
幌
別
に
い
て
釧
路
を
管
理
し
て
い
た
バ
チ
ェ
ラ
ー
が

凾
館
教
会
も
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
旭
川
聖
マ
ル
コ
教

会
の
記
念
誌
『
北
の
忠
別
か
ら
』
は
、
一
八
九
一
年
に
永
山
村
に

徳
島
か
ら
屯
田
兵
と
し
て
入
植
し
た
信
者
吉
本
孝
徳
の
家
庭
集
会

を
「
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会
の
起
こ
り
」
と
し
、
一
八
九
五
年
の
ニ

ベ
ン
師
の
来
旭
を
「
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会
宣
教
開
始
の
起
点
」
と

す
る
。
こ
の
地
の
講
義
所
は
一
八
九
六
年
に
永
山
、
翌
年
に
忠
別

（
の
ち
の
旭
川
）
に
開
設
。
一
九
〇
二
年
に
は
、
土
地
を
得
て
旭

川
聖
公
会
創
立
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
一
九
〇
七
か
ら
三
年
間
コ
タ
ン

の
あ
る
近
文
講
義
所
の
管
理
者
と
な
り
、
一
九
〇
九
年
に
は
近
文

講
義
所
に
金
成
マ
ツ
、
さ
ら
に
新
講
義
所
を
開
設
し
婦
人
宣
教
師

ミ
ス
・
Ａ
・
エ
バ
ン
ス
を
派
遣
す
る
。
同
年
、
旭
川
聖
公
会
の
新

会
堂
が
建
築
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
の
活
動
の
記
録
は
教
会
史
と
し
て
は
余

－38－



り
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
は
Ｃ
Ｍ
Ｓ
か
ら
派

遣
さ
れ
た
婦
人
宣
教
師
に
随
伴
し
宣
教
活
動
の
補
佐
の
働
き
を
し

て
い
る
が
宣
教
師
達
か
ら
多
く
の
智
恵
や
知
識
な
ど
も
学
ぶ
。
バ

チ
ェ
ラ
ー
自
ら
見
出
し
た
バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
は
、
婦
人
宣
教

師
帰
国
後
も
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

　

金
成
マ
ツ
（
一
八
七
五

－

一
九
六
一
）
は
、
幌
別
の
カ
ン
ナ

リ
・
ハ
エ
リ
ル
（
金
成
恵
理
雄
）
と
ユ
ー
カ
ラ
伝
承
者
モ
ナ
シ
ノ

ウ
ク
の
長
女
。
一
八
九
八
年
（
明
三
一
）
か
ら
三
〇
年
に
わ
た
り

バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
（
一
八
九
八

－

一
九
二
八
）
と
し
て
働

く
。
一
八
九
二
年
幌
別
の
ア
イ
ヌ
学
校
（
愛
隣
学
校
）
に
妹
ナ
ミ

（
一
八
七
九

－

一
九
六
四
）
と
共
に
入
学
。
そ
の
後
、
函
館
伝
道

学
校
に
進
学
。
一
八
九
八
年
卒
業
と
同
時
に
婦
人
宣
教
師
ミ
ス
・

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
と
と
も
に
平
取
に
着
任
。
一
九
〇
九
年
、
近
文
講

義
所
に
異
動
。
妹
ナ
ミ
は
、
一
八
九
八
年
マ
ツ
と
と
も
に
函
館
か

ら
平
取
に
着
任
す
る
が
二
年
後
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
帰
国
と
同
時
に

幌
別
に
帰
郷
。
一
九
〇
二
年
、登
別
の
知
里
高
吉
と
結
婚
。
幸
恵
、

高
央
、
真
志
保
、
芳
枝
の
母
と
な
る
。
幸
恵
は
七
歳
か
ら
祖
母
モ

ナ
シ
ウ
ク
と
と
も
に
旭
川
の
伯
母
マ
ツ
と
同
居
。
金
田
一
京
助
は

バ
チ
ェ
ラ
ー
の
紹
介
で
モ
ナ
シ
ノ
ウ
ク
を
訪
ね
、幸
恵
と
出
会
う
。

こ
れ
が
一
九
二
三
年
の
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
ユ
ー
カ
ラ
記
述
『
ア
イ

ヌ
神
謡
集
』
出
版
へ
と
導
か
れ
る
。
幸
恵
没
後
の
一
九
二
九
年
、

マ
ツ
は
、
五
三
歳
で
婦
人
伝
道
師
を
辞
任
し
、
幸
恵
の
志
を
継
ぎ

金
田
一
の
協
力
を
得
て
ウ
タ
リ
の
ユ
ー
カ
ラ
を
記
述
、
一
九
三
一

年
に
歌
集
『
若
き
ウ
タ
リ
に
』
を
発
刊
し
た
。「
知
里
幸
恵
銀
の

し
ず
く
記
念
館
」
館
長
の
横
山
む
つ
み
は
高
央
の
娘
。
幸
恵
も
真

志
保
も
ロ
ー
マ
字
を
学
ん
だ
こ
と
で
ア
イ
ヌ
語
を
書
き
遺
す
こ
と

が
出
来
た
。

　

向
井
フ
チ（
八
重
子
）（
一
八
八
四

－

一
九
六
二
）は
、向
井
富
蔵
・

フ
ッ
チ
セ
の
次
女
。
弟
・
山
雄
は
聖
公
会
司
祭
。
七
歳
で
受
洗
、

一
三
歳
で
札
幌
に
出
て
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
「
ア
イ
ヌ
・
ガ
ー
ル
ズ
・

ホ
ー
ム
」
に
入
所
。
一
九
〇
二
年
、
一
八
歳
で
バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー

マ
ン
と
な
り
、
翌
年
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
夫
妻
と
と
も
に
渡
英
、
二
八

歳
で
夫
妻
の
養
子
と
な
る
。
道
内
や
樺
太
の
コ
タ
ン
を
巡
回
、
そ

の
働
き
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
教
会
の
記
録
と
し
て
は
見
出
せ

な
か
っ
た
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
帰
英
後
、
有
珠
に
戻
り
教
会
堂
傍
の
自

宅
に
住
み
、
弟
向
井
山
雄
司
祭
を
助
け
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
愛
読
書

お
よ
び
遺
品
を
守
り
な
が
ら
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
。
一
九
六
二
年

旅
先
の
京
都
で
七
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

－39－



　

兵
頭
襄
（
譲
、
ジ
ョ
ウ
）（
一
八
九
六

－

一
九
七
八
）
は
、
こ

こ
で
紹
介
す
る
唯
一
の
ア
イ
ヌ
で
は
な
い
女
性
伝
道
師
。
父
は
兵

頭
虎
雄
（
伊
達
亘
理
藩
の
入
植
者
で
札
幌
農
学
校
一
期
生
中
退
）。

一
八
九
六
年　

一
家
は
移
住
先
伊
達
紋
別
を
離
れ
似
湾
（
現
穂
別

町
栄
）
に
開
拓
移
住
。
一
八
九
八
年　

バ
チ
ェ
ラ
ー
の
似
湾
巡
回

の
際
に
兄
弟
姉
妹
全
員
が
受
洗
。
一
九
〇
〇
年
函
館
に
出
て
靖
和

女
学
校
に
入
学
。
一
八
歳
で
凾
館
神
学
校
に
入
学
。
コ
ロ
ボ
ン
師

の
医
療
伝
道
を
助
け
施
療
前
の
患
者
に
聖
書
の
話
を
し
て
い
た
と

い
う
。
一
九
一
〇
年
、
函
館
で
ア
ン
デ
レ
ス
主
教
よ
り
聖
公
会
の

婦
人
伝
道
師
を
命
ぜ
ら
れ
る
。（
任
命
書
は
譲
）
一
九
一
二
年
、

八
重
子
と
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
樺
太
伝
道
に
随
伴
。
ア
イ
ヌ
・
コ
タ
ン

等
を
巡
回
。
同
年
、
ミ
ス
・
エ
バ
ン
ス
の
も
と
旭
川
聖
公
会
の
婦

人
伝
道
師
と
な
る
が
、
そ
の
二
年
後
に
は
ミ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

ス
と
と
も
に
札
幌
、
翌
年
、
小
樽
に
転
任
。
一
九
二
〇
年
、
司
祭

松
本
正
雄
と
結
婚
。
司
祭
の
市
川
転
出
に
よ
り
そ
の
後
の
市
川
に

お
け
る
開
拓
伝
道
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
る
。

　

Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
記
録
資
料
は
、
英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
と
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
近
郊
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
本
部
に
あ
る
。
製
本
さ
れ
た
年
次
報

告
書
や
写
真
、フ
ィ
ル
ム
、書
簡
類
の
一
部
は
本
部
図
書
館
に
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
が
多
く
の
資
料
は
、
バ
ー
ミ

ン
ガ
ム
大
学
図
書
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
門
に
移
管
所
蔵
し
て
い

る
。
一
方
、
宣
教
師
や
関
係
者
が
所
有
保
存
し
て
い
た
資
料
も
研

究
者
に
よ
っ
て
調
査
研
究
が
な
さ
れ
公
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
な
か
に
は
原
資
料
の
所
在
や
入
手
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
後
不
明
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
原
資
料
に
は
そ
の
背
景
と
な
る
継
承
す
べ
き
信
仰
の
歩
み

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
引
用
参
考
資
料
よ
り
も
個
別
に
作
成
さ
れ
た

教
会
史
だ
け
が
「
記
録
保
存
」
の
対
象
に
な
り
、
貴
重
な
原
資
料

を
失
い
つ
つ
あ
る
教
会
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
状
に
危
機
感
を
持
っ

た
。
信
仰
の
継
承
に
お
け
る
そ
の
役
割
に
焦
点
を
充
て
、今
後
は
、

教
会
に
お
け
る
記
録
保
存
に
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究
を
続

け
た
い
。
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